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第１回 国保匝瑳市民病院 

新改革プラン及び建替整備検討委員会 会議録 

 

開催日時   平成２８年６月９日（木） １４時００分～１５時３０分 

開催場所   匝瑳市民病院 ２Ｆ 第１講義室 

出席者    匝瑳市長太田安規 

       田中信孝委員、江波戸久元委員、木内成幸委員、勝又康之委員、 

       梅原佐一委員、山﨑良夫委員、菊地紀夫委員、宇田毅彦委員、 

       角田道治委員、太田和利委員、宇井和夫委員、市原繁委員 

欠席者    小林欣夫委員、大木信子委員 

オブザーバー 千葉県健康福祉部医療整備課医師確保・地域医療推進室 

事務局    国保匝瑳市民病院事務局長     日下潔 

国保匝瑳市民病院事務局次長    林鉄也 

国保匝瑳市民病院医事班統括    髙村健児 

国保匝瑳市民病院建設準備室長   太田和広 

国保匝瑳市民病院建設準備室副主査 濁川光宏 

アイテック株式会社Ｃ＆Ｅ事業本部 宇野信吾 

アイテック株式会社Ｃ＆Ｅ事業本部 高橋孝治 

アイテック株式会社Ｃ＆Ｅ事業本部 岩瀬英一郎 

アイテック株式会社Ｃ＆Ｅ事業本部 山鹿亮祐 

                                     

次  第   １ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 市長挨拶 

４ 委員紹介、事務局紹介 

５ 議題 

（１）委員長及び副委員長の選出について 

（２）委員会の役割及び今後の進め方について（資料２，３） 

（３）新改革プラン構成案について（資料４） 

６ その他 
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        （１）前回改革プランの評価報告について（資料５） 

        （２）現状分析報告について（資料６） 

 （３）アンケートの実施について（資料７，８，９） 

７ 閉会 

                                     

配布資料  

・ 資料１：委員会規則及び委員名簿 

・ 資料２：委員会開催の目的・背景及び今後の進め方について 

・ 資料３：委員会検討テーマと開催スケジュール（案） 

・ 資料４：新改革プラン構成（案） 

・ 資料５：前回改革プラン進捗状況等の評価≪暫定版≫ 

・ 資料６：外部医療機関環境及び内部経営状況の分析≪暫定版≫ 

・ 資料７：アンケートの実施概要 

・ 資料８：市民アンケート案内文及び調査票 

・ 資料９：医療機関アンケート案内文及び調査票 

補足資料：千葉県保健医療計画の一部改定について（概要） 

                                     

１．開会 

【事務局】 

それではただいまから、第１回国保匝瑳市民病院新改革プラン及び建替整備検

討委員会を開催いたします。皆様にはお忙しいところご出席いただき、誠にあり

がとうございます。私は本日の司会進行を務めさせていただきます、国保匝瑳市

民病院事務局長の日下と申します。どうぞ宜しくお願いいたします。 

まず初めに、資料の確認をさせていただきます。あらかじめ御送付させていた

だいておりますけども、その他に３部ほど資料を配布させていただきましたので、

それを含めて確認させていただきます。 

まずは、配布資料といたしましては、本日の次第でございます。資料１といた

しまして委員会規則及び委員名簿がございます。資料２として委員会開催の目

的・背景及び今後の進め方についてがございます。資料３として委員会検討テー

マと開催スケジュール（案）となってございます。資料４が新改革プラン構成（案）
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でございます。資料５が前回改革プラン進捗状況等の評価≪平成２８年６月９日

暫定版≫となってございますが宜しいでしょうか。資料６外部医療機関環境及び

内部経営状況の分析≪平成２８年６月９日暫定版≫、資料７アンケートの実施概

要、資料８市民アンケート案内文及び調査票となってございます。それから資料

９医療機関アンケート案内文及び調査票となってございます。 

そしてその他に、本日お配りさせていただいたのが席次表、それと千葉県保健

医療計画の一部改定について（概要）となってございますが、こちらはカラーの

ものを机の上に配布させていただいております。それと、資料の６でございます

が、その中のＰ２０に新たなデータを追加させていただきましたので、資料６の

Ｐ２０については、後程差替えていただければと思います。不足はございません

でしょうか。 

また、先日前もってお送りいたしました資料でございますけれども、本日お持

ちでない方がいらっしゃいましたら、こちらでご用意してございますが、宜しい

でしょうか。それでは、お手元の次第に従いまして、会議を進行して参りたいと

思います。 

 

２．委嘱状交付 

【事務局】 

それでは、最初に委嘱状交付ということで、国保匝瑳市民病院新改革プラン及

び建替整備検討委員会の委嘱状交付を行います。皆様の席に太田市長が参ります

ので、順にお立ち下さいますようお願いいたします。 

 

＜太田市長より委嘱状・辞令書を交付＞ 

 

【事務局】 

本日欠席されております、小林欣夫様、大木看護部長につきましては、後日交

付させていただきます。以上で委嘱状の交付を終了いたします。 

 

３．市長挨拶 

【事務局】 
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続きまして、国保匝瑳市民病院事業開設者の太田市長からご挨拶を申し上げま

す。 

 

【匝瑳市長】 

皆様こんにちは。改めまして、匝瑳市長の太田でございます。色々お世話にな

っております。本日は、皆様方におかれましてはお忙しい中、御出席を賜りまし

て誠にありがとうございます。また、ただいま、委嘱状・辞令書を交付させてい

ただいたところでありますけれども、委員の皆様方におかれましては、御承諾を

いただきまして誠にありがとうございます。重ねて御礼を申し上る次第でござい

ます。 

さて、国保匝瑳市民病院は昭和３３年の開設以来、地域の中核病院といたしま

して、地域医療の発展に貢献しているところでございます。しかしながら、古い

建物等は築４５年が過ぎているような状態でございまして、また建物全体的にも

老朽化が進んでいるということ、そして非常に手狭な状況になっておりますこと

を鑑みますと、今後当病院が医療を継続していく上では喫緊の課題になっている

という状態でございます。このような中で、病院経営につきましては医師不足を

大きな要因といたしまして、大変厳しい状況が続いているところであります。 

そのような中、国からの要請ではございますけれども、新改革プランを策定す

ることとなりましたことは当匝瑳市民病院にとっては大変良いタイミングではな

かったかと思っているところであります。新改革プランの対象期間は平成２９年

度から４年間としておりますので、ちょうど建物整備に係る期間と重なるという

ことでありますので、並行して経営改善にしっかりと取り組んで参りたいと考え

ております。 

また、当施設の建替整備につきましては、実は平成２４年に今後の病院のあり

方ということであり方検討委員会を設置いたしました。そのあり方検討委員会の

方から匝瑳市民病院を存続していく為には早い時期での建替が必要であるとの提

言をいただいたところでございます。その提言を受けまして、庁内において、十

分に検討させていただきまして、市民病院の建替整備についての方針を決定いた

しまして、平成２７年の３月定例市議会において建替整備の実施について表明を

させていただいたところであります。 
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当検討委員会におきましては、十分に協議をいただき、頂戴いたします案に基

づきまして、今年度中に新改革プランを策定し、併せまして平成２９年６月を目

途に建替整備に係る基本構想・基本計画を完成させていきたいと考えているとこ

ろでございます。委員の皆様方におかれましては、匝瑳市民病院の現状と課題等

を十分にご理解いただき、新改革プラン及び基本構想・基本計画の策定に向けま

して様々な角度から御議論、御審議をいただきますよう、お願いを申し上げまし

て挨拶とさせていただきます。本日は最初の会議となるわけでございます。今後

ともどうぞ宜しくお願いいたしまして挨拶といたします。 

 

【事務局】 

ありがとうございました。 

 

４．委員紹介、事務局紹介 

【事務局】 

次に、委員の紹介を行います。お手元に配布してございます席次表によりまし

て順次、委員の皆様をご紹介したいと思います。お名前を申し上げますので、簡

単に自己紹介等をお願いできればと思います。 

 

＜各委員より自己紹介＞ 

 

【事務局】 

どうもありがとうございました。今回はオブザーバーとして、千葉県健康福祉

部から来ていただいておりますので、ご紹介をさせていただきます。 

 

＜オブザーバーより自己紹介＞ 

 

【事務局】 

ありがとうございます。以上、委員は全員で１４名でございます。なお、本日

の出席委員は１２名、欠席委員は２名でございます。後ほどご説明いたしますが、

委員会設置要綱の規定では、「会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くこと
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ができない。」となっております。従いまして、本日の会議は、成立していること

をご報告申し上げます。次に、事務局職員を紹介いたします。 

 

＜事務局職員紹介＞ 

 

【事務局】 

なお、本日、新改革プラン及び建替整備基本構想・基本計画の策定支援業務の

委託をしております業者として、株式会社アイテックの担当４名も同席しており

ますので、どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

＜株式会社アイテック担当者紹介＞ 

 

５．議題 

【事務局】 

それでは本日の議題へ入る前に、本日の委員会を立ち上げる為に市で整備しま

した国保匝瑳市民病院新改革プラン及び建替整備検討委員会規則について、ご説

明させていただきます。 

皆様、資料１をご覧いただければと思います。第１条につきましては、設置の

目的について示してございます。設置の目的といたしましては、国保匝瑳市民病

院新改革プラン並びに国保匝瑳市民病院建替整備に関する基本構想及び基本計画

の案を策定する為、国保匝瑳市民病院新改革プラン及び建替整備検討委員会を設

置するということで、こちらが設置の目的となってございます。 

次に、第２条で所掌事項について定めてございます。（１）新改革プラン及び

基本構想等の案の策定に関すること。（２）前号に掲げるものの他、新改革プラン

及び基本構想等の案の策定に関し必要な事項に関することとなってございます。 

続いて第３条でございます。組織ということで、検討委員会は、委員１４人以

内をもって組織するということになってございます。 

第４条につきましては、委員について定めてございます。委員は、次に掲げる

者のうち、市長が委嘱し、又は任命するということで、（１）医療に関する学識経

験者、（２）医療機関又は医療関係機関の代表者、（３）匝瑳市の区域内に住所を
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有する者、（４）行政機関の職員、（５）匝瑳市病院事業の管理者及び職員、（６）

副市長及び市長事務部局の職員、（７）前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認

める者となってございます。 

第５条任期でございますが、先ほどの委嘱状にも書いておりますが、委員の任

期は、平成２９年９月３０日まで。ただし、委員に欠員が生じた場合の補充され

た委員の任期は、前任者の残任期間とするとなってございます。 

次の第６条をご説明させていただきます。委員長等ということで、検討委員会

に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。２委員長は、会務を総

理し、検討委員会を代表する。３副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故が

あるとき又は委員長が欠けたときは、その職務を代理するとなってございます。 

第７条でございます。検討委員会の会議（以下「会議」という。）は、必要に

応じて委員長が招集し、委員長が議長となると定めてございます。２会議は、委

員の過半数の出席がなければ開くことができない。３会議の議事は、出席委員の

過半数により決し、可否同数の時は、議長の決するところによるとなってござい

ます。４として、委員長は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求めて

その意見若しくは説明を聞き、又は関係者から必要な資料の提出を求めることが

できるとなってございます。 

第８条、報告でございますが、委員長は、会議で決定した事項を文書で市長に

報告しなければならないということになってございます。 

第９条、委員などの責務といたしまして、委員は、自己の利益の為、直接であ

ると間接であるとを問わず、委員の地位を利用し、若しくはその利用を提供し、

又はこれらの行為に関与してはならないとなってございます。 

第１０条、検討委員会の庶務は、国保匝瑳市民病院事務局において処理すると

なってございます。 

第１１条はその他ということでこの規則の施行に関し必要な事項は、市長が別

に定めるとなってございます。 

附則といたしましては、１この規則は公布の日から施行する。２この規則は、

平成２９年９月３０日限りで、失効する。３といたしまして、最初の会議の招集

者ということで今回の会議のことでございますが最初に開かれる会議ですので、

今回は市長が招集させていただきました。以上、規則についてご説明申し上げま
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したけれども、何かご質問等ございますか。 

 

＜特に議事無し＞ 

 

【事務局】 

ありがとうございます。特にないようでしたら、国保匝瑳市民病院新改革プラ

ン及び建替整備検討委員会規則についてを終了させていただきます。 

 

５．（１）委員長及び副委員長の選出について 

【事務局】 

議題に入らせていただきます。本来であれば、検討委員会規則の規定によりま

して、委員長が議長となり、議事を進行することになっておりますが、まだ委員

長は選出されておりません。委員長が選出されるまでの間、議事を事務局で進め

させていただきます。 

それでは議題（１）委員長及び副委員長の選出についてでございます。委員会

設定規則第６条第１項の規定により、検討委員会に委員長及び副委員長を置き、

互選により定めるとされております。委員の皆様、ご意見、ご推薦等はございま

すか。 

 

【委員】 

議事進行上、もし事務局の方で腹案等ございましたら、ご提示いただけますか。 

 

【事務局】 

ありがとうございます。その他にご意見等ございますか。他に無いようであれ

ば委員長及び副委員長の人選につきまして、事務局から提案させていただきたい

と思います。 

まず、委員長には旭匝瑳医師会会長の江波戸久元様を、次に、副委員長には千

葉大病院副病院長の小林欣夫様を提案させていただきたいと思います。江波戸委

員につきましては委員長をご引受けいただけますでしょうか。 
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【委員】 

わかりました。 

 

【事務局】 

宜しいですか、ありがとうございます。なお、副委員長の千葉大病院副病院長

の小林欣夫様におかれましては本日欠席でございますが、副委員長の推薦があっ

た場合にはお受けいただけることで本人のご了承を得ておりますので、ご報告さ

せていただきます。ただいま、江波戸委員から快くご承諾いただけましたので委

員長は江波戸久元様、副委員長は小林欣夫様で他の委員の皆さま宜しいでしょう

か。 

  

＜異議なし＞ 

 

【事務局】 

ありがとうございます。それでは、そのように決定させていただきたいと思い

ます。検討委員会規則第７条第１項の規定では、委員長が会議の議長となること

となっておりますので、ただいま決定いたしました江波戸委員長に議長をお願い

いたします。江波戸委員長、どうぞ議長席へお願いいたします。 

 

【議長】 

この度、委員長に指名されました江波戸でございます。これより暫く議事進行

等務めさせていただきますので、皆様、進行がスムーズに行きますようご協力の

程宜しくお願いいたします。それでは、進行させていただきます。 

 

【事務局】 

委員長、宜しいでしょうか。 

 

【議長】 

どうぞ。それでは、事務局の方から。 
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【事務局】 

議事に入る前に確認させていただきます。検討委員会の今後の進め方について

説明に入るのですが、公開の議事録の作成及び公開方法について委員の皆さまの

ご協議をお願いいたします。会議の議事録ですが、匝瑳市のホームページで公開

する予定となってございます。その上で、１点目といたしまして議事録について

は発言内容をそのまま記録するか、それとも要約したものにするのか。２点目と

いたしまして、発言者名をそのまま載せるのか、議長、委員として発言者が特定

できないようにするのかという２点についてご協議いただければと思います。 

事務局としましては、前回の改革プラン策定委員会及び平成２３年度から開催

されました改革プラン評価及びあり方検討委員会においては、議事録の取り扱い

について、まず発言内容については若干の文言の修正はするものの原則そのまま

記載する、２番として発言者については委員名を伏せて特定できないようにする

ということで、今まではやって参りました。事務局としては今回についてもその

ような取り扱いとさせていただきたいと考えておりますけれども、本件の説明は

以上となります。 

 

【議長】 

ただいま、事務局の方から説明いただきました。議事録の公開方法なのですが

いかがいたしましょうか。１点目としましては文言を多少の修正はするものの原

則そのまま、それから２点目は委員の方の氏名を伏せて発言者を特定できないよ

うにするという案がございました。２点いかがでしょうか。 

 

【委員】 

私、前回のあり方検討委員会も出席をさせていただき委員を拝命しておりまし

たが、ただいまありました前回と同様の事務局提案でいかがでしょうか。提案さ

せていただきます。 

 

【議長】 

ただいま、前回のあり方検討委員会と同様の形で開示していくということです

がそれで宜しいでしょうか。 
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＜異議なし＞ 

 

【議長】 

ないということで、事務局の提案のとおりとします。 

 

５．（２）委員の役割及び今後の進め方について 

【議長】 

それでは議事の方へ移ります。委員会の役割及び今後の進め方について事務局

の方から説明をお願いしたいと思います。 

 

【事務局】 

私の方から国保匝瑳市民病院新改革プラン及び建替整備検討委員会開催の目

的及び今後の進め方についてご説明させていただきたいと思います。資料２と３

を使って説明させていただきたいと思いますのでそちらをご用意ください。 

まず資料２に開催目的から進め方と背景ということでまとめさせていただい

ております。１つ目として本委員会の開催目的ということですけれども、本委員

会では新改革プランと建替整備に関する基本構想・基本計画を同時に検討してい

ただきます。国保匝瑳市民病院の今後のあり方を検討するという点で、新改革プ

ラン策定に必要な調査・分析も、建替整備に関する基本構想・基本計画の策定に

必要な調査・分析も、その多くが重複することになります。また、建替後の新病

院の規模や機能を検討することは、新改革プランにおいて検討していかなければ

ならないテーマである、「市民病院の役割の明確化」、「経営形態」、「再編・ネット

ワーク」について検討することでもありますので、新改革プランと建替整備につ

いて同時に検討していただくことになります。 

新改革プランの策定についてということで２番に入らせていただきます。前回

の病院改革プランがどのようなものであったのかということですが、ここに書か

せていただいておりますように、公立病院は、地域における基幹的な公的医療機

関として、地域医療の確保の為に重要な役割を果たしています。しかし、多くの

公立病院において、経営状況の悪化や医師不足の為に、医療提供体制の維持が極
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めて厳しい状況となっていたことから、国において平成１９年１２月に策定され

た「公立病院改革ガイドライン」が設定されまして、「公立病院改革プラン」の策

定という要請がされました。これを受けまして、国保匝瑳市民病院では、平成２

０年７月から改革プランの策定に関する具体的な検討を開始し、有識者や各種団

体の代表等で構成する検討委員会での議論を経て、平成２１年４月に、平成２１

年度から２３年度までを計画期間とする「国保匝瑳市民病院改革プラン」を策定

しております。その時の視点ということで示されておりましたのが、①匝瑳市民

病院が果たすべき役割、②一般会計負担の考え方、③経営の効率化、④再編・ネ

ットワーク化に関する検討、⑤経営形態の見直しに関する検討ということで検討

されております。 

この度、新改革プランを策定することになった背景といたしましては、前回の

改革プラン策定後、全国の公立病院では、再編・ネットワーク化や経営形態の見

直しに取り組む病院が増加し、また、経常損益が黒字の病院が約３割から５割に

増加するなど、一定の成果を上げました。しかしながら、依然として医師不足等

により厳しい経営状況が続いていること、また、人口減少や少子高齢化の進展に

伴い、医療需要が大きく変化することが見込まれることから、地域ごとに適切な

医療提供体制の再構築に取り組んでいくことが必要であり、平成２７年３月に国

において「新公立病院改革ガイドライン」を発出し、「新公立病院改革プラン」の

策定について各公立病院に要請があったというところでございます。 

新改革プランの特徴がどういったものかということですが、今回策定する「新

改革プラン」については、医療法に基づき千葉県が策定した「地域医療構想」を

踏まえ、この構想との整合性を図りながら策定していくことが求められておりま

す。よって、前回の改革プランの策定の視点に、「地域医療構想を踏まえた役割の

明確化」という新たな視点が加えられたということが大きな特徴となっておりま

す。 

３として、新病院の整備に向けた基本構想・基本計画の策定についてというこ

とでございます。まず、国保匝瑳市民病院建替の背景ということでございますけ

れども、先ほど市長のご挨拶の中にもございましたように、当院は昭和３３年の

開設ということで大変施設の老朽化が進んでおります。一番古い建物では建築後

４５年が経過しており、全体に老朽化が進み手狭になっているということで、建
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替が大きな課題となっておりました。また、あり方検討委員会での検討、市の内

部でも検討を踏まえて、市長の方から建替整備の実施について議会の方で表明さ

れたということを受けて、今回の建替の検討へと繋がっております。 

基本構想・基本計画の策定目的ということで、３ページをご覧いただきたいと

思います。病院の建替整備にあたり、現時点では、病院機能、病床規模、建設場

所等、何も決定していない状態である為、「基本構想・基本計画」ということで、

新病院に求める内容を整理していく必要があります。基本構想・基本計画につき

ましては、新病院が匝瑳市民から必要とされ、経済的にも自立した病院となるよ

う、新病院に必要な条件を明らかにし、今後の新病院整備や病院運営を行う上で

の指針とするものであることから、慎重に議論していく必要があります。委員の

皆様には、新病院の病院機能、病床規模、建設場所等についてご協議をいただき

まして、基本構想・基本計画（案）の最終的な取りまとめをお願いするものでご

ざいます。 

ここでお話しした基本構想・基本計画ですが、基本構想が地域における役割や

病床規模等、新病院整備の大きな方向性（方針）について記載した計画書。それ

受けて作成する基本計画は、基本構想の内容をより具体化し、必要な諸室や医療

機器等、各部門の方針を記載した計画書とより細かなものになっていくというこ

とであります。基本構想・基本計画の策定に向けた留意点ということでございま

すが、基本構想・基本計画の策定にあたっては、特に以下の点を念頭においた検

討を行うことが重要です。①地域で当院に求められている医療機能（役割）と適

正な病床規模の明確化、②当院の運営上の課題の明確化と健全性・柔軟性を確保

する為の運営形態、③新病院の開院後の経営・運営を見据えた効率的・効果的な

施設整備ということで挙げさせていただきました。 

４として参考ですが、国保匝瑳市民病院改革プラン評価及びあり方検討委員会

の提言について触れさせていただきます。平成２３年１０月に改革プランの評価

と今後の市民病院のあり方について検討することを目的に設置された標記委員会

では、平成２４年１１月までの間に１０回の会議開催し、今後の市民病院のあり

方（中期的方向性）についての報告が取りまとめています。（１）顕在化している

課題に対する対策として、次の５点について提言されています。①新たな医師確

保対策の推進、②医師、看護師等の離職防止対策③市民等への病院の現状の周知
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と要望の収集、④病院建物の新築、⑤病院情報システムの構築ということで提言

されております。（２）としまして、今後の病院のあり方としては、次の提案がな

されています。①匝瑳市民病院が２０年前から取り組んできた在宅医療を増強す

る。②今後必要とされるリハビリテーションに特化した機能を加えるとともに、

在宅がん治療の受け皿として緩和ケア機能も追加すべきであることから、病床機

能及び規模としては、急性期病棟１１０床、回復期リハビリテーション病棟２５

床、緩和ケア病棟１０床の合計１４５床とする。③上記の病床規模を運営する為

に、医師を２～４名増員し、看護師、リハビリスタッフなども増員する。②④の

病床機能を有する為には、改築工事では施設基準を満たすことができないので、

建物の建替を必須要件とする。このような提案がなされております。 

次のページ、新改革プラン及び基本構想・基本計画策定に向けた検討体制とし

て現在の体制を図式化したものでございます。一番上、市長から今回皆様にお集

まり頂いております、新改革プラン及び建替整備検討委員会の設置がなされてお

ります。構成員としては、御存じのとおりでありますが、外部委員、当院幹部職

員、匝瑳市幹部職員となってございます。一方、匝瑳市民病院内ではどのような

組織立てがされているのか言いますと、院内検討委員会というものを立ち上げて

おりまして、こちらについては当院の幹部職員ということで、菊地事業管理者が

委員長ということでなっております。そこで院内での検討を進めて、それをこの

会議の方へまた報告をさせていただき、フィードバックをしながら運営を進めて

いくという検討体制となっております。また、必要に応じまして病院内部に更に

細かい部会を設けていくということも考えております。右側にアイテック（株）

とございますが、先ほど紹介のありましたアイテック株式会社の方でこの会議の

運営、病院内部の検討を支援していただくという体制となっております。 

最後のページですが、本委員会の開催スケジュール（案）として回数等は確定

ではございませんが、おおよその予定として７回の会議の開催を予定させていた

だいているところでございます。１回から５回までが平成２８年度。平成２９年

度については、２回の会議をもってということで新改革プラン及び基本構想・基

本計画についての取りまとめを進めていきたいと事務局では考えております。こ

れは今後の会議の進め方で、若干増減はあるものと考えておりますので、その際

は宜しくお願いいたします。 
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続いてカラーの資料３の説明に入らせていただきます。こちらについては工程

をまとめたものでございまして、上が①新改革プラン及び建替整備検討委員会の

予定、下が②院内検討委員会の予定となってございます。当然、院内検討委員会

で先に議論を進めまして、その上で本委員会の方へ議題をもってくるという検討

体制となっておりますので、全て院内検討委員会が前倒しで進めるということに

なっております。検討テーマについては、緑字：改革プラン・基本構想共通とい

うことで位置づけさせていただいております。赤字：改革プランの検討事項、青

字：基本構想の検討事項と考えております。このスケジュールについては今年度、

平成２８年度の分ということで提出させていただいております。 

６月では、改革プランの構成案、現状分析報告、前回改革プラン評価報告、ア

ンケート説明ということをさせていただきます。 

８月については、両方に共通する事項として病床機能・病床数の検討、基本機

能（外来・救急・在宅）の検討に入らせていただきたいと考えております。矢印

を伸ばしている部分については、当然１回では完結することではございませんの

で、複数回に分けて検討していただくということで、矢印の長さが伸びる可能性

も十分ございます。そして８月の赤字の事項ですが、改革プランに関する事項と

して経営ビジョン・基本戦略、個別活動計画の検討（外来・病棟・救急・在宅等）

に入らせていただくということです。 

あと、今回アンケートを実施しておりまして、詳細は後程説明させていただき

ますけれども、このアンケートの結果について報告をさせていただくということ

です。更に、基本構想の事項として、敷地利用計画、建設候補地の比較・選定と

いうこともこちらから資料を提出させていただきたいと考えております。 

１０月につきましては、改革プランの事項として経営形態、実行計画書・実行

計画一覧表、収支計画というところを提案させていただいて、基本構想の事項と

して整備方法についても提案させていただくことになろうかと思います。 

１２月につきましては、新改革プランの案を出させていただいて、その案に関

する修正案をいただきたいと思います。同じく基本構想についても案を出させて

いただいて、その案に関する修正案をいただいて、また事業スケジュール、概算

事業費についても提案をさせていただければと思います。 

１月については改革プランの案と基本構想の案についてのパブリックコメン
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トを実施させていただきたいと考えております。そして３月には新改革プランと

基本構想の取りまとめを済ませたいと考えております。 

今の説明と、本日カラーで千葉県保健医療計画の一部改定について（概要）と

地域医療構想の概要ということで資料を３部つけさせていただきました。この資

料をつけた理由としましては、千葉県の地域医療構想を踏まえて改革プラン、建

替を進めていかなければならない為です。今回は詳しくということではなく、概

要版ということで資料をつけさせていただいております。この概要版について簡

単に説明させていただきますと、千葉県の保健医療計画という計画がございまし

て、今回一部改定が行われましたということです。その改定に合わせまして、地

域医療構想ということで、これもやはり国から要請がありまして県で始められた

ことでありますが、地域医療構想というものが策定されましたということでござ

います。地域医療構想についてということで右のページを見ていただきますと赤

枠で地域医療構想の概要ということでございまして、①では構想区域が保健医療

圏ということでございますので、構想区域と市の病院のある区域ですと香取海匝

保健医療圏が構想区域ということになってございます。②構想区域における将来

の病床の機能区分ごとの必要病床数が取りまとめられておりまして、また、③構

想区域における将来の在宅医療等の必要量、④地域医療構想の達成に向けた病床

機能の分化と連携の推進に関する事項ということで定められております。 

ページをめくっていただきまして、地域医療構想の概要ということでございま

すけれども、千葉県が目指すべき医療提供体制という項目が設けられております。

本項目の中ほどに香取海匝医療圏ということで、医療機能別必要病床数について

高度急性期であれば２８９床、急性期であれば７４５床、回復期であれば５８７

床、慢性期であれば５６０床となっております。トータルは３ページ目の右下の

図表に必要病床数と実際の病床数の比較ということで示されており、香取海匝で

は必要病床数の合計が２，１８１床、実際の病床数は３，２３０床ということで、

現状では１，０４９床オーバーしているという表の作りになってございます。必

要病床数以外にも決まりがございまして基準病床数という定めがございます。そ

ちらについては左側の表に香取海匝については基準病床数が２，７３１床、ここ

でいうところの既存病床数が３，２０９床ということで、過不足で言うと４７８

床オーバーしているということでございます。説明は以上となります。 
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【議長】 

ありがとうございます。それでは検討委員会開催目的・背景及び今後の進め方

について何か質問などありますでしょうか。 

 

＜質問なし＞ 

 

【議長】 

ないということで、検討委員会開催目的・背景及び今後の進め方についてはこ

のとおりで宜しいでしょうか。 

 

＜異議なし＞ 

 

【議長】 

このとおりとし、次の議題に移ります。 

 

５．（３） 新改革プラン構成案について 

【議長】 

続きまして、新改革プラン構成案について事務局から説明をお願いいたします。 

 

【事務局】 

資料４新改革プラン構成（案）をご用意しておりますので、ご覧いただきたい

と思います。こちら左と右で２つの表がございまして、左側が前回改革プランの

構成となっております。その構成を踏まえまして右側をご覧いただきますと新改

革プラン（案）と見出しがあり、こちらが新改革プランの構成案となってござい

ます。 

構成としては、１策定にあたって、２国保匝瑳市民病院の現状、３前回改革プ

ランの評価、４番目以降の青字となっている項目が今回皆様に検討いただく箇所

でございます。４地域医療構想を踏まえた役割の明確化ということで、これはや

はり今回の目玉になる項目かと思います。 



18 

 

中項目としては、１）地域医療構想を踏まえた果たすべき役割、２）２０２５

年における具体的な将来像についてで、平成３７年のことです。３）地域包括ケ

アシステムの構築に向けた役割、４）一般会計負担の考え方、５）医療機能等指

標に係る数値目標の設定、６）住民の理解ということで構成をさせていただいて

おります。 

５経営の効率化といたしましては、１）経営ビジョン・基本戦略、２）経営指

標に係る数値目標、３）経常収支比率に係る目標設定の考え方、４）目標達成に

向けた具体的な取組、５）新改革プラン対象期間中の各年度の収支計画等という

ことになっております。 

６再編・ネットワーク化といたしましては、１）二次医療圏又は構想区域内の

病院等配置の現況、２）千葉県保健医療計画における病院の位置づけ、３）再編・

ネットワーク化計画ということです。 

７経営形態の見直しにつきましては、１）経営形態の整理、２）経営形態の見

直しの方向性、３）経営形態の見直し計画の概要ということになっております。 

８新改革プラン策定に関する都道府県からの助言や再編・ネットワーク化計画

策定への都道府県の参画の状況ということで、都道府県からの助言や再編・ネッ

トワーク化計画策定への都道府県の参画の状況。 

９点検・評価・公表につきましては、１）その体制、２）時期、３）公表の方

法について検討していただくという構成を計画しております。以上です。 

 

【議長】 

ありがとうございます。ただいま、事務局の方から説明がございました。何か

質問等ご意見はございますか。 

 

【委員】 

１から９までの各検討テーマがありますが、検討テーマと開催スケジュールの

資料の方に、この各番号の事項をどの辺でやっていくという案は無いのでしょう

か。また、事項ごとに委員会を分割して行うのではなく、全ての事項をこの委員

会で検討していくというお考えでしょうか。 
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【事務局】 

委員会の分割については今のところ考えてございません。この中で先ほどもご

説明させていただきましたけれども、組織の中でこの委員会が上位として最終的

なことをご検討いただくことになっています。その前に内部といたしまして院内

検討委員会、また細部についても個々に検討いたしまして、その案を最終上位で

あるこの検討委員会にご報告させていただいて、修正をいただいて最終的なもの

を決定していくという進め方を考えてございます。 

 

【委員】 

院内検討委員会で検討した事項をこの委員会へあげて来て、それを承認してい

くという考え方なのでしょうか。 

 

【事務局】 

本委員会で皆様の意見をお伺いしたものを、例えばそれがすぐに回答できない

事項ならば院内の各会議で検討させていただいて、次回にまた提案させていただ

くという形になるかと考えております。 

そして議論の部分で１回では済みませんので、各テーマ、ここで言いますと病

床機能・病床数の検討が大きな課題かと思いますけれども、そういったものにつ

いてもその都度皆様のご意見を伺いながら検討させていただきたいと考えており

ます。 

 

【委員】 

青い文字の部分に関してはそうすると、ある程度形として出てきたものに関し

ての検討という形となるのでしょうか。 

 

【事務局】 

先ほど○○委員からスケジュール案との整合性についても分かりくいという

意見をいただきました。まずスケジュール案の整合についてですが、スケジュー

ル案の方では大きな項目で記載させていただいておりますので、必ずしも新改革

プラン構成（案）の事項を全て拾ってきておりません。ただ、スケジュールの中
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でこの全ての事項について検討していただくということになります。その際には、

こちらの方で案・叩き台を示させていただいた上でご検討いただき、その意見を

基に修正を加えていくという形になろうかと思います。宜しいでしょうか。 

 

【委員】 

その叩き台はいつ出てくるのでしょうか。 

 

【事務局】 

全て同時にということではございません。おそらく８月の委員会の際には、そ

の時にできる範囲や先行して検討いただいた方が良いという部分について出させ

ていただくことになると思います。 

 

【委員】 

項目の数が非常に多いので、この検討委員会に８月の段階で例えばこういう方

向で進みたいという状態で出されたとしても、ここでの意見の出し方が非常に難

しいと思います。要望ですが、できれば事前に資料としてメールか何かで送って

いただければ、それに対して各委員が意見を出して、そしてこの委員会で検討と

いう進め方にしないと、これだけの数の事項を実質的には３回の委員会で固めよ

うということですよね。 

 

【事務局】 

資料の方につきましては、資料ができた段階でなるべく早く委員の皆様にお配

りさせていただきたいと考えております。事前に送った資料について疑義等ござ

いましたら、この会議でなくても事務局の方へご連絡いただければその時点での

ものになりますが、ご回答したいと考えております。 

 

【委員】 

せっかく任命されて出て来ているので、只々決まったものに対して結構ですと

言っているだけでは無駄な時間になると思うのですが。 
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【委員】 

おっしゃるとおりだと思います。できレースで出されたものを承認するだけで

あれば何の為に集まってきているのか分からない訳で。やはり、ちゃんとした議

論が無いとどうなのかなと思います。しかも、ぽんと送られてきた資料に目を通

すだけでも大変であり、この会議の皆で意見を出し合って議論するところまでい

かないといけないと思います。いわゆる既に決められた案ができていて、その提

案のとおり了承をいただきたいという形に落ち着いてしまいそうな気がするので、

本当にそれでいいのかというところに不安を感じています。 

 

【事務局】 

貴重なご意見ありがとうございます。事務局としましても委員の皆様の意見が

事前に分かればということで、資料については先にお出しする形にしまして、そ

の中で疑義等ございましたら、事前に事務局の中でも検討する。そして、この委

員会の中でご報告する形で進めさせていただきたいと思います。 

なるべく皆様のご意見を多く聴取いたしまして、なるべくそれを反映させた計

画にしたいと考えておりますので、その方法につきましては詰めて参りたいと考

えております。 

 

【委員】 

資料をメールで送っていただければ返事いたします。それにコンサルタントに

も入っていただいているわけですし、事務局の意見もあって良いですし、コンサ

ルタントの意見も入れたものでお互いキャッチボールしていかないと。こちらも

資料を送っていただければ言いたいことを言いますので、一つ宜しくお願いいた

します。 

 

【議長】 

早めの資料提出で次回以降の委員会で、もっと活発に議論できるようにという

ご意見でした。他に何かご意見等ございますか。 

 

＜ほかに意見なし＞ 
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【議長】 

なければ、この新改革プラン構成案についてはご意見を踏まえまして宜しくお

願いいたします。 

 

６．（１）前回改革プランの評価報告について 

【議長】 

（１）前回改革プランの評価報告についてということで、事務局の方から報告

をお願いいたします。 

 

【事務局】 

前回改革プラン進捗状況等の評価報告ということで、資料５をご覧ください。

本資料は現在暫定版ということで作成させていただいております。なぜ暫定版か

と申しますと、前回の改革プランにつきましては、評価及びあり方検討委員会と

いう以前設置しました組織の中で評価は行っております。ただ、その評価が平成

２１～２３年度の３年間の評価にとどまっておりまして、その後につきましては

評価を行っていないということです。そこで今回、アイテックとの調整を行い、

内部のヒアリング等を進めながら、その当時の改革プランが現状どうなっている

のかという評価を進めていきたいというところで暫定版という作りとなっており

ます。まとまり次第、正確な資料としてお配りする予定となっております。 

１ページ目を見ていただきますと、評価にあたってということで、先ほど申し

上げたとおりのこととなっております。２、３についてはヒアリングを行い、評

価を行うということで、まだ記載しておりません。２ページ目から７ページ目に

ついては決算を踏まえた、病院の分析資料ということで載せさせていただいてお

ります。 

２ページ目については１９年度から２６年度までの決算を踏まえた経常収支

比率、職員給与費比率、病床利用率ということで載せさせていただいております。

個々の説明については図表の下に記載させていただいております。また公営企業

年鑑に基づく黒字病院との比較としまして、黒字病院だけを抜き取った中で病床

数１００床以上２００床未満の数値を計上させていただいております。経常収支
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比率１０３．５％、職員給与費対医業収益比率４９．３％、病床利用率７１．８％

ということが記載されております。こちらについては、病床利用率が７１．８％

とさほど高くないように思われるかもしれませんが、こちらは許可病床数に対し

ての病床利用率ということでございます。当院では現在許可病床が１１０床です

が、今年の１月までは１５７床という許可病床でございました。この病床利用率

には休眠状態の病床数などがありながらの利用率ということで、実際の病床の利

用率はより高い数値にあると考えられます。 

３ページをご覧いただきますと、１日平均入院患者数、１日平均外来患者数、

手術件数ということで、１９年度から２６年度までの流れが載っております。 

４ページにつきましては、収支（収益的収支）の決算状況。５ページも同様で

す。 

６ページにつきましては、収支（資本的収支）の決算状況ということでござい

まして、このページにつきまして一箇所修正していただきたい箇所があります。

表の右端の下から２番目、この数値が２２となっておりますけれども、その上の

▲２１の補てん財源の為、数値を２１へと変更をお願いいたします。 

７ページにつきましては、一般会計等からの繰入金ということで繰入の状況を

記載しております。 

８ページ以降につきましては、前回の改革プランの点検評価シートとなってお

りまして、それぞれの項目でどういった内容の取り組みをしたのかと、点検項目

に対して２１から２３年度の評価結果が記載されております。２４年度以降につ

きましては、今後埋めていくという作りになっておりまして、それが最後の１８

ページまで続いているという資料になっております。以上です。 

 

【議長】 

ただいま事務局の方から説明がございましたが、この国保匝瑳市民病院改革プ

ラン進捗状況等の評価書に対しましてご意見等ございましたらお願いいたします。 

 

＜意見なし＞ 

 

【議長】 
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ないということで、次の事項へ移りたいと思います。 

 

６．（２）現状分析報告について 

【議長】 

（２）現状分析報告についてということで、事務局の方から説明をお願いいた

します。 

 

【事務局】 

資料６をご覧いただきたいと思います。国保匝瑳市民病院の外部医療環境及び

内部経営状況の分析ということで、こちらも本日暫定版ということにさせていた

だいております。 

１ページをご覧いただきますと、外部医療環境ということで人口につきまして

は、香取海匝医療圏だけでなく隣の横芝光町も対象エリアとして加えた表の構成

となっております。こちらは前回の改革プランの策定の際にもやはり横芝光町を

対象エリアとしてこのような検討をさせていただいておりましたので、その部分

については同様の作りとさせていただいております。この表を見ますと、グレー

の網掛けとなっておりますが、千葉県全体の老齢人口が２４．７％に対して香取

海匝医療圏及び横芝光町が３０．８％と高く、千葉県内では安房医療圏に次いで

高齢化率が進んでいるという状況が見えてくる表となってございます。 

続きまして２ページ目に、将来の人口構造を載せてございます。こちらについ

ては、国立社会保障・人口問題研究所の市町村別将来推計人口（２０１３年３月

推計）を基に分析をしております。こちらについて見ますと、年齢３区分の内訳

については、年少人口（０～１４歳）、生産年齢人口（１５～６４歳）は一貫して

減少する一方で、老年人口（６５歳以上）は２０２０年まで増加した後、２０２

５年からは減少することが見込まれていますが、２０４０年には人口に占める割

合が４０％を超えると予測されています。高齢化の進展は著しいということで、

グレーの網掛けを見ると２０４０年には４１．４％ということが予想されていま

す。 

３ページは将来の推計患者数ということでございます。こちらは左の方の人口

推計をベースに、千葉県における受療率を参考に人口をかけて算出しているもの
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であります。全体の人口は減少するが、高齢化の影響で入院患者数は２０２５年

まで微増するものの、外来患者数は一貫して減少することが予測されるというこ

ととなっております。 

５ページをご覧いただきますと、匝瑳市の人口に当てはめて、千葉県の受療率

をかけて算出したものになっております。入院患者数は、２０２５年まで微増し、

その後減少に転ずる一方、外来患者数については、一貫して減少することが予測

されております。 

続いて７ページをご覧いただきますと、医療機能ということで病院数の人口１

０万人当たり数の比較となっております。香取海匝医療圏（＋横芝光町）の人口

１０万人当たり病院数は、一般病院６．０４、精神病院０．９５といずれも千葉

県全体を上回っています。 

次の８ページをご覧いただきますと、こちらは人口１０万人当たりの病床数と

いうことで出させていただいております。病院数同様、千葉県全体を上回ってい

ます。また、先ほど述べましたとおり、医療計画上４７８床病床過剰地域である

ということでございます。 

９ページにつきましては、病床の状況ということで、香取海匝医療圏の基準病

床数と既存病床数との比較で、繰り返しとなりますが４７８床病床過多というこ

とになっております。 

１０ページをご覧いただきますと、今度は一般診療所についての記載となって

おります。ここで訂正をお願いいたします。匝瑳市の人口１０万人当たり「一般

病床数」と書いてございますが、こちら「一般診療所数」の間違いでございます。

人口１０万人当たり一般診療所数が７５．２と多く、また、人口１０万人当たり

病床数も他の市町よりも多いということになっております。 

１１ページは、人口１０万人当たり職種別医療従事者数の比較ということでご

ざいます。歯科医師、助産師、薬剤師を除き、千葉県全体を上回っている状況で

ありますが。なお、地域内においては、国保旭中央病院への集中が見られるとい

うことであります。 

１３ページは病院機能ということで、説明書きがされております。平成２６年

７月から千葉県を通じて国の方へ報告することになっておりまして、その平成２

６年度の第１回目の病床機能報告をベースとした一般病床の部分を地図に表した
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ものとなっております。表上、匝瑳市民病院が１５７床となっておりますが、２

０１４年の７月現在ということでございまして、現在はこちら１１０床というこ

とになっております。 

香取海匝医療圏及び横芝光町には、現在２２の病院があり、各病院の機能につ

いて整理したものが下図・下表です。公立病院は銚子市立病院、国保旭中央病院、

国民健康保険小見川総合病院、千葉県立佐原病院、国保多古中央病院、東庄町国

民健康保険東庄病院、横芝光町立東陽病院があり、当院を含めて８病院となって

おります。地域の病院の約１／３を占めています。中でも、国保旭中央病院は、

３次救急医療機関（救命救急センター）の他、各種指定を受けているなど、地域

の基幹病院の役割を担っているということです。 

病床機能報告によりますと、香取海匝医療圏は、２０２５年までに病床数を減

らすとともに、急性期病床が過剰の状況となっており、削減が必要となっていま

す。一方で、高度急性期病床、回復期病床が不足しており、ここは「一般病床か

らの」となってございますが、「急性期病床からの」転換が必要という記載に置き

換えていただきたいと思います。 

１４ページをご覧いただきますと、地域医療構想に載っております香取海匝医

療圏の必要病床数が２，１８１床。上が２，６０９床ということでございますけ

れども、この数値につきましては千葉県へ確認させていただいた段階では、平成

２６年７月で圏内の医療機関からの報告を受けた数値が書かれておりますが、実

際の病床数とは乖離がございます。平成２７年度の調査では、現在の病床数３，

２００床に近い数字になってきているということで、そうなりますと必要病床数

との乖離はより大きいということでございます。 

その隣１５ページの表は、２０１５年の稼働病床数の現状ということで、先ほ

ど申し上げました２２病院の状況について記載させていただいております。こち

ら当院は１４５床ということで稼働病床をやっておりましたが、現状は１１０床

ということで運営をしております。 

続きまして１６ページ、１７ページにつきましては患者動向ということで圏内

の患者の動向が記載されております。１８ページも同様に外来患者の動向という

ことになっております。 

１９ページにつきましては、当院の市町村別の患者数となっております。入
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院・外来ともに匝瑳市内からの患者が２／３以上を占めているが、横芝光町は１

０％以上、旭市や多古町からも数パーセントの患者を受け入れているという状況

になっております。こちら２７年度１年間の調査ということでございます。 

２０ページにつきましては、先ほど差替えの資料を配布させていただきました

が、こちらの表に細かい数値が入っておりませんでした。差替えの資料の方には

下に表を追加しまして、それぞれの年度について数値を入れさせていただいてお

ります。 

２１ページは匝瑳市民病院の経常収支比率等の状況を追っているものです。２

２ページ、細かい表ですけれども、詳細な決算状況。２３ページが病院の単独決

算、２４ページが老人保健施設の決算、同じく下表が訪問看護ステーションの決

算ということで、２３ページの上に分析を書かせていただいております。 

まず、病院は入院収益が減少し、医業費用に大きな変動がないことから、年々

経常損失の額が拡大している。老人保健施設は、事業収益が微増している影響で、

施設事業収益も微増しているが、給与費の増加に伴い、年々収支状況は悪化して

いる。訪問看護ステーション・居宅介護支援事業所は、訪問看護ステーション収

益は増加しているが、給与費も増加していることもあり、赤字の状態が続いてい

るという分析をさせていただいております。 

２５ページには１日平均患者数の推移、下の表は新患患者数の推移ということ

でまとめさせていただいております。２６ページが診療単価として、入院診療単

価、外来診療単価ということで記載させていただいております。こちら２１から

２５年度までの当院の数値と同規模の自治体病院の平均の数値、全国自治体病院

協議会の他院との比較となってございます。 

２７ページにつきましては、病床利用率と平均在院日数の比較の表となってご

ざいます。⑤については救急患者の受け入れの状況ということになっております。 

最後の２８ページについては財政負担の状況ということで市民病院というよ

りは、匝瑳市側の財政状況の比較でございます。他会計繰入金の中で収益的収入

に資本的収入ということでございますが、それぞれの繰入金の合計額の標準財政

規模との比較ということで、標準財政規模は匝瑳市の収入の内、市税や地方交付

税等の一般財源の合計ということで一般財政規模と表現されます。その一般財源

との比較でどの程度の割合を病院の方へ繰入しているのかということを参考まで
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に書かせていただいている表となっております。説明は以上です。 

 

【議長】 

皆さま、ただいまの事務局の説明に関してご質問等ございましたら宜しくお願

いいたします。匝瑳市及び香取海匝医療圏、そして匝瑳市民病院の現状等の説明

となっておりますが。いかがでしょうか。 

 

＜質問なし＞ 

 

【議長】 

なければ次へ進めさせていただきます。 

 

６．（３）アンケートの実施について 

【議長】 

（３）アンケートの実施についてということで、事務局の方から説明をお願い

いたします。 

 

【事務局】 

資料７，８，９に基づきまして、アンケートの実施について説明させていただ

きます。 

まずは資料７をご覧ください。アンケートにつきましては現在、市民向けアン

ケートと医療機関向けアンケートの２種類を行っております。この２種類のアン

ケートの目的でございますが、新改革プラン及び建替整備基本構想の策定にあた

って新病院に求める施設整備の機能や病院のありかたなどを調査することで、市

民の意見や近隣地域の医療機関の意見を反映させることを目的としております。

また、市民の方や地域医療機関の意識・意向を調査することにより市民病院の今

後の役割を明らかにしていくという意味合いも含まれております。調査対象は匝

瑳市に住民登録のある１８歳以上の男女１，０００名ずつ、合計２，０００名を

無作為抽出いたしました。調査期間は、５月１６日から６月１０日まで。 

医療機関アンケートとしましては、旧匝瑳医師会加盟医療機関の２５の医療機
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関にアンケート調査をお願いいたしました。それぞれの内容については資料８、

資料９で説明をさせていただきます。 

資料８をご覧ください。こちらが市民アンケートの案内文及び調査票となりま

す。問の項目は全部で１６項目となりますが、調査の内容の大きな項目としては

５つです。１つ目が３ページからの回答して下さる方のご自身のことについて、

２つ目は４ページから５ページにかけての建替後の国保匝瑳市民病院の経営形態

及び財政支援についてという項目、３つ目は６ページから９ページにかけての国

保匝瑳市民病院及びその他の病院の利用経験について。４つ目が１０ページの現

在の国保匝瑳市民病院が行っている医療・患者サービスについて。５つ目といた

しまして、１１ページから１２ページにあります、整備後の国保匝瑳市民病院に

望むことというような内容となっております。 

なお、補足ではございますが平成２２年８月にも匝瑳市民病院の今後のあり方

を調査するというような趣旨で２０歳以上の市民１，０００人を対象として市民

アンケート調査を実施したデータがあります。今回実施しております市民アンケ

ートの内容につきましては前回アンケートの内容を一部踏襲しつつ、建替後の市

民病院に望むこととして新病院の施設や設備面について、どのような病院にして

欲しいかという部分を付け加えております。事務局としては約６年前に実施した

前回のアンケート内容と今回実施しているアンケート内容をミックスすることで

市民の要望や意識の経過についても検証したいと考えております。 

続いて資料９をご覧ください。こちらが医療機関に対して実施したアンケート

の案内文及び調査票となります。項目は全部で６項目です。調査内容につきまし

ては匝瑳市民病院への患者の紹介の状況や新しく整備する匝瑳市民病院に対して

充実が必要な医療機能や診療体制。そして、地域とのより深い医療連携を構築す

る為の医療機能等についてご意見・ご要望をお伺いするというような内容になっ

ております。この医療機関向けアンケートにつきましては平成２２年に行った実

績がございませんので、今回新規の項目となっております。 

最後に手元の集計ではございますが昨日６月２０日現在で２つのアンケート

合わせまして６８５の回答があり、回収率は３４％程となっております。次回の

検討委員会でこのアンケート調査の分析結果等を皆様にご報告する予定です。 
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【議長】 

皆さま、ただいまの事務局の説明に関してご質問等ございましたら宜しくお願

いいたします。 

 

【委員】 

本日はたくさんの資料、データをいただきました。やはりメンバーの中に４人

も市民の方が入っている。匝瑳市民病院を良い病院にしようという期待度は高い

状況であろうかと思います。それは当然市民としての意見も出てくるでしょうし、

それに沿うようにできればとも思いますが、この資料から読み解くものがどれだ

け市民にご理解いただいているのかということが大事になってきます。市の財政

からどれだけの額が繰り入れされているか、あるいはこの市民病院の収支がどう

いう状況にあるのかを十分ご理解いただいた上で、委員の方々には新病院を整備

するにあたって、どの規模の、どのスタイルの病院がよいのか、たくさん意見を

出していただきたい。 

市民アンケートも普通に言えば、高度医療が良いとか２４時間救急が良いとか

何でもある種の欲しいものを全部言って終わってしまう可能性がある。それは当

然のことですが、しかし、様々な資料や国が求めている機能分担等を踏まえた上

で、ここで求められているもの、機能や規模をどうしていくかということを検討

しなければいけない。それを踏まえた上で、この委員会は何についても良いもの

を求めるのではなく、匝瑳市民病院として一番良い形というものを求めて、フラ

ンクにディスカッションする場であってほしいと思います。既にアウトラインが

できていてそれに意見していっても、それは今後の将来、１０年先や２０年先を

見据えた場合には無駄な投資になる可能性がある、市民の方々の暮らしに関わり

ますので、そのようなところも踏まえて検討していただきたいと思います。 

 

【委員】 

今のご意見のとおりだと思います。新改革プランを策定しても、前回のプラン

もそうですけれども実現できなければ何の意味も無いと思います。今回のプラン

は県の地域医療構想等を踏まえた形ということが特徴と言われています。そうい

う面で、当然ながら県のご支援もいただくということでなければ達成できない。
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そのように各医療機関が努力して達成できるようなプラン。市民アンケートにつ

いても言われるとおりで、求められるハードルは高くなると思います。ただ、そ

れをストレートにプランに載せるというのは現実的ではないわけでありますので、

関係機関が地域医療構想の中で定められている、県のご支援がいただけるような

部分での検討がポイントになると思います。 

今回のいただいた資料では、匝瑳市民病院が県の地域医療構想の中で求められ

ている部分が見えない為、こういった部分も今後の検討の為には必要になると思

います。また、県はこの医療構想の中でどの部分をご支援いただけるのかという

ことも、プランを策定して実現していく上での重要なポイントになると思います

ので、事務局の方で整理を宜しくお願いいたします。 

 

【事務局】 

貴重なご意見ありがとうございます。おっしゃるとおり、今回の資料は県から

どのようなものが求められており、どのような支援をいただけるのかという部分

の細かい説明については記載しておりません。次回からの検討の際には、その検

討していく資料の中にその観点からの資料も入れて、委員の皆さまへ早く送付さ

せていただきたいと考えております。以上でございます。 

 

【議長】 

他に何かご意見等ございますか。 

 

＜意見なし＞ 

 

【議長】 

なければ、次回からの検討委員会の資料で出していただければと思います。 

 

６．その他 

【議長】 

その他のところで何か事務局からございますか。 
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【事務局】 

次回、第２回の検討委員会でございますが、事務局といたしましては８月１８

日（木）又は８月２５日（木）で予定させていただきたいと考えておりますが、

皆様の御都合の方はいかがでしょうか。 

 

【議長】 

８月１８日（木）又は８月２５日（木）という日程ですが、委員の皆さまはご

都合いかがでしょうか。まず８月１８日（木）に都合が悪いという方は挙手をお

願いいたします。 

 

＜挙手なし＞ 

 

【議長】 

８月２５日（木）に都合が悪いという方は挙手をお願いいたします。 

 

＜挙手なし＞ 

 

【委員】 

できれば８月１８日（木）でお願いいたします。 

 

【議長】 

それでは、８月１８日（木）が委員の皆さまにご出席いただけるということで、

決めさせていただきます。他に何かご意見等ございますか。 

 

【委員】 

時間はどのような予定でしょうか。 

 

【事務局】 

時間につきましては本日と同じ、１４時からでいかがでしょうか。 
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【委員】 

場所も同じでしょうか。 

 

【事務局】 

場所も同じでございます。 

 

【議長】 

他に何かご意見等ございますか。なければ本日の委員会を閉会したいと思いま

す。皆様ご協力ありがとうございました。 

 

７．閉会 

【事務局】 

皆さま、慎重な御審議、ご意見等いただきありがとうございました。以上をも

ちまして、第１回国保匝瑳市民病院新改革プラン及び建替整備検討委員会を閉会

いたします。皆様ご協力ありがとうございました。 

お知らせでありますが、この後もし御時間がございましたら、今の病院の現状

として当院を見学していただければと考えております。以上でございます。 


